
3比

評

陳
垣
践
の
『
元
素
無
人
華
牝
考
』
を
讃
む

　
陵
…
垣
氏
は
現
在
の
支
那
吏
學
者
中
軸
も
注
意
に
書
す
る

蘭
留
で
あ
る
。
支
那
に
も
幕
無
恣
氏
の
如
き
老
大
家
を
始

め
、
幾
多
の
史
論
者
が
あ
る
が
、
陳
垣
滋
強
吾
人
の
注
意

を
惹
く
學
者
は
見
當
ら
ぬ
。
陳
垣
氏
の
研
究
に
は
、
二
個

の
特
色
が
あ
る
。
そ
の
｝
は
支
那
ご
外
廷
ご
の
開
係
方
面

を
研
究
の
勤
象
に
し
て
居
る
こ
ご
で
あ
る
。
一
膿
支
那
の

學
者
は
外
國
鵬
係
の
問
題
を
研
究
す
る
こ
ご
が
不
得
意
で

あ
る
。
從
っ
て
こ
の
方
面
に
画
す
る
支
那
の
學
者
の
著
書

論
文
に
は
、
殆
ご
吾
人
の
墾
考
に
資
す
べ
き
も
の
が
見
當

ら
澱
。
所
が
睡
り
陳
垣
氏
の
こ
の
方
面
に
写
す
る
研
究
の

　
　
　
第
九
巷
　
三
門
　
藤
岡
氏
の
『
元
洒
域
人
華
化
考
』
為
讃
む

文
學
博
士
　
桑

原

藏

結
果
、
吾
人
を
稗
出
す
る
も
の
甚
だ
多
い
。
氏
の
麩
女
作

ご
も
い
ふ
べ
き
「
元
代
也
里
可
温
考
．
」
を
始
め
、
尋
で
『
國
學

季
刊
』
に
掲
載
し
た
「
二
親
激
入
中
耳
考
」
「
摩
尼
敷
入
中
國

考
」
二
篇
の
如
き
、
何
れ
も
資
料
豊
富
、
薬
毒
精
確
で
、

鴬
時
の
馬
身
に
重
き
を
な
し
た
。
今
一
つ
は
氏
の
研
究
方

法
は
科
斗
的
で
あ
る
。
支
那
の
學
者
は
多
く
科
霊
的
方
法

を
解
せ
ぬ
Q
成
程
清
朝
時
代
の
學
者
は
、
考
謹
學
ご
か
實

事
求
是
こ
か
表
面
だ
け
は
縮
當
立
命
な
旗
幟
を
標
榜
し
て

居
る
が
、
そ
の
内
實
は
強
姦
術
的
な
黙
が
砂
く
な
い
。
資

料
の
批
鋼
も
不
十
分
で
、
論
理
も
不
徹
底
で
、
比
較
研
究

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
一
　
一
コ
一
　
（
山
面
一
　
一
）



　
　
　
策
九
巷
　
批
評
　
擁
堰
氏
の
『
元
酉
城
人
窮
化
考
勧
た
護
む

の
償
値
を
知
ら
諏
。
今
生
か
ら
糊
る
ご
、
從
京
の
支
那
の

學
者
の
研
究
方
法
に
は
種
々
な
る
歓
陥
が
多
い
。
新
し
い

思
想
を
所
有
す
る
支
那
の
少
擬
學
者
は
、
夙
に
こ
の
訣
陪

を
承
認
し
て
居
る
（
『
國
學
季
刊
』
第
一
憲
第
一
號
所
掲
「
饗

刊
宣
言
墾
看
し
Q
所
が
陳
垣
氏
の
研
究
方
法
は
、
こ
の
支

那
悪
者
の
弊
費
か
ら
超
脆
し
て
科
學
的
で
あ
る
。

　
こ
の
千
丁
氏
が
昨
年
末
に
、
『
元
西
域
人
華
化
考
』
を
起

稿
さ
れ
た
。
稿
本
の
儘
で
、
末
だ
學
界
に
は
公
表
さ
れ
ぬ

標
で
あ
る
が
、
吾
が
輩
は
今
春
幸
に
著
者
か
ら
そ
の
稿
本

一
部
を
恵
賂
さ
れ
た
。

　
こ
の
頃
少
閑
を
得
て
全
篇
を
蓮
讃
し
た
か
ら
、
之
に
關

す
る
所
産
を
左
に
開
陳
せ
よ
う
ε
思
ふ
。
こ
の
稿
本
は
上

下
二
冊
か
ら
成
る
。
『
元
西
域
人
華
麗
考
』
ご
は
元
代
の
西

域
人
が
文
化
的
に
支
那
化
し
た
事
實
を
究
明
し
た
も
の
で

あ
る
。
元
時
代
に
多
毛
の
西
域
人
が
支
那
内
地
に
移
住
し

來
た
が
、
そ
の
数
多
き
西
域
人
の
中
に
は
、
支
那
の
交
化

を
景
仰
し
、
そ
の
洗
禮
を
受
け
、
所
謂
華
化
し
た
者
が
妙
く

　
　
　
　
　
　
　
第
四
蹄
脚
　
　
　
一
一
四
　
　
（
一
且
一
二
）

な
い
。
こ
の
事
實
を
研
究
し
明
瞭
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
支
那
人
は
夙
に
里
勝
感
材
移
用
主
義
を
實
行
し
て
、
國

籍
や
種
族
の
匿
別
を
超
越
し
て
人
材
を
登
庸
し
た
か
ら
、

外
國
の
人
材
は
多
ぐ
支
那
に
集
つ
元
。
中
に
も
元
時
代
に

こ
の
風
が
尤
も
盛
を
極
め
た
。
逆
心
支
那
に
量
り
仕
へ
た

西
域
人
の
中
に
は
、
一
方
で
は
そ
の
自
國
の
文
化
を
以
て

元
朝
に
貢
献
し
た
も
の
も
勿
論
多
い
が
一
例
へ
ば
亦
思

馬
因
等
が
西
域
の
砲
術
を
傳
へ
た
る
、
心
算
魯
魚
が
西
域

の
天
文
を
傳
へ
た
る
、
愛
蘇
が
西
域
の
海
魚
を
傳
へ
し
が

如
き
1
他
方
で
は
華
化
し
た
西
域
人
が
、
そ
の
習
得
し

た
支
那
の
學
藝
i
・
纒
學
、
詩
交
、
書
書
函
1
を
以
て

太
腿
を
潤
飾
し
た
者
も
窪
く
な
い
。
陳
重
氏
の
論
著
は
主

ご
し
て
こ
の
後
者
の
場
合
を
研
究
し
た
も
の
で
、
之
に
擦

っ
て
、
常
時
の
西
域
人
が
如
何
に
深
く
、
如
何
に
薄
く
支

那
鉱
化
に
影
響
さ
れ
た
か
を
十
分
に
知
る
事
が
出
來
る
、

そ
の
内
容
の
大
命
を
了
解
せ
し
む
る
短
め
、
吾
が
輩
は
こ

の
論
著
の
臼
録
を
左
に
開
列
す
る
。

、



・
上
冊
目
録

第
扁
　
緒
　
論

　
輔
　
西
域
範
園

　
二
　
元
時
西
域
文
化
歌
況

　
三
　
華
化
意
嚢

　
四
　
西
域
人
華
化
先
導

第
二
　
儒
學
篇

　
一
　
西
域
入
之
劇
毒

　
二
　
基
督
教
世
家
之
響
岩

　
三
　
回
々
教
世
家
之
儒
畢

　
四
　
佛
教
世
家
之
儒
學

　
五
　
摩
尼
敏
世
家
之
儒
學

第
三
　
佛
老
篇

　
一
　
西
域
人
之
藁
薦

　
二
　
回
々
世
家
宙
儒
入
佛

　
三
　
基
督
教
世
家
由
儒
入
道

第
四
　
文
墨
篇

　
“
　
西
域
豊
中
國
出
入

第
九
巻
　
　
批
　
評
　
　
陳
垣
氏
の
『
元
西
城
人
華
化
考
』
為
讃
む

　
　
二
　
基
督
敏
世
家
之
中
國
詩
人

　
　
三
回
々
敏
世
家
之
中
國
詩
人

　
　
四
　
西
域
之
中
國
文
家

　
　
五
　
西
域
之
中
綿
雌
家

下
燐
闘
録

　　第第　　　　第　　　第
ニー八七四三ニー六三ニー五

美
術
篇

西
域
之
中
國
書
家

西
域
之
中
國
書
家

西
域
入
之
中
堅
建
築

禮
俗
篇

西
域
入
名
氏
数
更
訂

西
域
入
喪
弊
数
華
俗

西
域
入
祠
祭
数
華
俗

西
域
人
居
臓
数
無
機

女
學
篇

結
　
論

総
論
元
文
化

元
入
眼
中
西
域
人
之
黒
化

　
　
　
第
四
號
　
　
＝
五

（
六
　
一
二
）



　
　
　
第
九
巻
　
撹
詳
　
陳
壇
氏
の
『
元
薦
域
人
華
化
考
諏
た
息
む

　
　
附
録

　
　
　
元
西
域
人
漢
文
顧
命
表

　
　
　
徴
引
書
目

　
以
上
の
目
録
を
一
瞥
し
て
も
、
著
者
の
論
文
が
、
西
域

人
の
華
語
こ
い
ふ
問
題
を
如
何
に
徹
底
的
に
研
究
考
籔
し

て
居
る
か
や
弱
明
す
る
ご
思
ふ
。
そ
の
緒
論
に
於
て
、
先

づ
西
域
の
範
園
を
限
定
し
、
華
言
の
意
義
を
慰
謝
せ
る
如

き
は
、
著
者
の
研
究
の
科
學
的
な
る
こ
ご
を
讃
閉
す
る
も

の
で
、
心
底
從
來
の
支
那
の
學
者
に
見
る
こ
ご
の
掛
來
ぬ

黙
で
あ
る
。
ま
た
研
究
の
前
提
こ
し
て
、
元
以
前
に
於

け
る
西
域
入
の
華
化
の
事
實
を
紹
介
せ
る
如
き
も
、
著
者
．

の
研
究
の
用
意
周
到
な
る
こ
ご
を
謹
明
す
る
も
の
ご
思

ふ
。
　
そ
の
本
論
に
於
て
は
元
入
の
文
集
随
筆
等
一
切
の
資
料

を
博
引
傍
捜
し
て
、
灰
揚
の
各
題
目
を
徴
離
考
心
し
て
殆

ご
逡
憾
が
な
い
。
就
中
畏
吾
兜
人
の
高
昌
便
氏
の
家
傳
、

及
び
そ
の
一
門
九
進
士
の
事
蹟
の
考
讃
の
如
き
（
摩
尼
敷

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
一
一
六
　
（
六
樋
四
）

世
家
之
儒
家
の
條
4
、
元
末
の
詩
人
に
し
て
回
々
厳
徒
た
る

丁
鶴
年
の
事
蹟
の
考
護
の
如
き
（
回
潜
流
世
家
由
儒
入
佛

の
條
）
．
將
π
四
懇
本
の
『
丁
鶴
年
集
』
の
元
測
に
あ
ら
ざ
る

考
離
の
如
き
（
回
々
敏
世
家
之
巾
國
詩
人
の
條
）
、
尤
も
委

曲
を
蓋
直
し
て
居
る
。
元
代
の
歴
奥
を
研
．
究
す
る
者
は
勿

論
、
廣
く
支
那
の
文
化
史
を
研
究
す
る
者
も
、
必
ず
こ
の

論
著
を
墾
着
す
る
必
要
あ
る
ご
思
ふ
。
吾
が
輩
は
此
の
如

き
内
容
豊
富
で
有
漏
な
諸
藩
が
、
　
一
日
も
早
く
正
装
公
刊

さ
れ
て
、
廣
く
東
西
の
詩
界
に
嘉
悪
さ
れ
ん
こ
ご
を
切
望

し
て
止
ま
ぬ
Q

　
吾
が
輩
は
元
時
代
の
事
蹟
に
就
い
て
格
別
の
智
識
を
有

だ
漁
。
從
っ
て
陳
垣
氏
の
論
著
に
胸
し
て
賞
讃
は
譲
來
て

も
、
滋
最
任
あ
る
批
詐
を
加
へ
得
一
る
資
格
が
な
い
。
但
吾
が

輩
が
本
著
通
護
の
際
心
付
い
た
、
二
三
の
不
安
心
に
思
は

る
、
黙
を
左
に
開
館
し
て
氏
の
套
考
に
供
せ
よ
う
ε
思

ふ
。
若
し
他
露
こ
の
新
藩
公
刊
の
際
に
、
吾
が
輩
の
所
見

を
も
墾
酌
せ
ら
る
、
な
ら
ば
幸
甚
ご
思
ふ
。



　

一
吾
が
輩
が
嘗
て
紹
介
し
た
如
く
、
唐
の
縫
帯
は
宰
相
の

李
徳
裕
に
命
じ
て
、
秦
漢
以
布
面
國
に
仕
へ
た
外
武
人
で

功
績
下
血
な
る
も
の
言
入
を
選
ん
で
、
『
異
域
露
忠
傳
』
二

二
を
作
ら
し
め
た
。
（
『
無
芸
庚
の
事
蹟
』
二
工
ハ
頁
墾
看
）

こ
の
書
は
今
日
に
傳
ら
ぬ
か
ら
、
そ
の
百
人
ε
は
果
し
て

如
何
な
る
人
々
を
指
す
か
は
鼻
詰
せ
ぬ
が
、
之
に
．
寓
っ
て

も
古
写
外
國
入
の
支
那
に
來
り
仕
へ
た
者
の
説
く
な
い
こ

ご
が
わ
か
る
，
唐
以
後
は
一
層
外
睡
夢
の
入
仕
が
多
い
。

併
し
此
等
外
釜
人
の
多
数
は
軍
人
患
畜
で
、
文
入
は
回
り

見
當
ら
訟
Q
縫
命
文
人
學
者
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
大
抵

所
謂
北
秋
東
夷
種
族
に
限
り
、
西
域
出
身
の
者
は
甚
だ
砂

い
。
陳
垣
氏
は
そ
の
緒
論
の
西
域
人
立
化
先
導
の
條
に
、

元
以
前
に
華
化
し
た
西
域
人
ビ
し
て
、
唐
の
李
彦
昇
、
宋

の
安
世
蓮
、
蒲
壽
震
の
三
人
を
紹
介
し
て
居
る
。
李
彦
昇
、

蒲
壽
窺
の
二
人
は
、
先
年
吾
が
輩
が
已
に
學
界
に
紹
介
し

た
入
物
で
、
た
や
安
世
通
だ
け
が
陳
垣
氏
の
新
紹
介
で
あ

る
。

第
九
巷
　
　
批
　
詐
　
　
陳
垣
氏
の
『
元
酉
域
人
華
化
考
』
存
護
む

　
陳
垣
氏
は
『
宋
史
』
憲
四
百
五
十
九
の
隠
逸
傳
下
に
、
安

世
通
者
本
西
人
ご
あ
る
を
根
篠
こ
し
て
、
安
世
通
を
西
域

入
ε
認
め
、
安
息
霞
身
ざ
断
じ
て
居
る
。
併
し
『
宋
史
』
の

西
入
ご
い
ふ
文
句
は
指
す
所
可
な
り
曖
昧
で
あ
る
。
　
『
宋

毒
口
憲
二
百
五
十
の
王
彦
昇
傅
に
西
入
ε
あ
る
の
は
、
原

州
（
甘
漁
）
附
近
の
蕃
人
で
、
決
し
て
西
域
人
を
意
臥
せ

鍛
。
宋
人
は
一
般
に
西
夏
入
を
指
し
て
】
幽
入
ご
呼
び
、
彼

等
を
指
斥
す
る
隣
は
西
賊
こ
い
ふ
た
。
故
に
輩
に
『
宋
史
』

に
爾
人
ご
あ
る
を
根
櫨
こ
し
て
、
安
世
蓮
を
西
域
人
ご
蓬

鷹
剛
す
る
こ
ε
は
困
難
か
ご
思
ふ
。

　
假
に
こ
の
西
人
を
西
域
人
ご
解
怖
し
て
も
、
安
世
蓮
の

姓
は
安
息
に
本
つ
く
も
の
鰍
、
又
は
安
國
に
本
つ
く
も
の

鰍
は
可
な
り
の
疑
問
で
あ
る
。
唐
時
代
に
支
那
に
移
住
し

て
來
た
西
域
入
は
、
多
く
そ
の
本
國
の
名
を
そ
の
儘
に
そ

の
姓
に
し
た
。
唐
の
中
世
の
連
環
の
『
上
行
記
」
に
西
域
の

末
轍
（
ヨ
○
賃
一
、
ζ
“
轟
回
O
搬
く
）
國
に
就
い
て
、

　
胡
姓
末
者
。
叢
土
入
也
。

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
一
】
七
　
（
六
一
五
）



　
　
　
第
九
巻
　
批
評
　
陳
癒
氏
の
『
元
酉
域
人
華
化
考
』
な
息
む

ご
記
し
て
あ
る
。
當
時
愚
説
國
の
人
で
支
那
に
移
住
し
た

者
が
末
姓
を
噂
し
た
こ
ご
が
わ
か
る
。
南
宋
の
鄭
樵
の

『
通
志
』
氏
族
賂
二
（
夷
秋
之
國
の
條
｝
に
、

　
源
氏

　
　
西
域
米
食
搬
入
也
。
唐
有
甲
襖
奉
歌
者
、
米
嘉
榮
。
五
代
米

　
　
至
誠
4

ご
あ
る
の
は
、
米
國
禺
身
者
は
支
那
移
住
し
て
後
ち
，
二

号
を
辮
…
し
た
留
出
で
あ
る
。
．
同
機
に
西
域
の
石
壁
出
身
の

者
は
、
石
落
を
署
し
た
。
唐
の
中
世
に
出
た
李
懐
光
の
養

子
の
石
菖
葵
の
如
き
（
『
新
唐
書
』
雀
百
九
十
三
、
忠
義
傳

下
）
、
そ
の
一
例
で
あ
る
。

　
西
域
に
安
國
が
あ
る
。
そ
の
序
論
の
唐
時
代
に
、
若
く

ば
そ
の
以
前
に
支
那
に
移
住
し
た
者
は
安
姓
を
号
し
た
。

㌦
唐
の
林
賓
の
『
元
　
和
姓
纂
』
窓
四
に
安
姓
を
叙
し
て
、

　
　
出
γ
喬
二
安
國
∵
：
…
後
魏
安
難
臨
直
孫
盤
面
羅
鵬
代
居
昌
凍

　
　
州
嚇
爲
「
薩
實
↓
生
｝
　
興
貴
↓
執
靴
李
軌
一
塗
京
師
司
以
レ
功
拝
毘
右
武
衛

　
　
大
將
軍
、
蹄
國
公
や
…
：
〔
其
、
立
孫
）
抱
謡
講
託
姓
李
氏
叫
兵
部

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
吋
　
一
八
　
　
（
山
ハ
一
山
ハ
）

　
爾
書
卒
些
事
、
量
器
公
。

ご
あ
る
。
同
一
の
事
實
が
、
『
新
回
書
』
懇
七
十
五
下
の
宰

相
世
系
表
（
武
威
李
氏
の
條
）
に
、

　
武
威
李
氏
本
安
氏
。
出
レ
自
昌
姫
姓
岡
黄
帝
生
毘
内
意
甘
臼
意
次

　
子
安
居
】
子
西
方
輔
自
磁
器
安
息
國
叫
後
漢
宋
邉
闇
手
世
古
卿
入

　
朝
。
因
居
甲
洛
陽
∵
：
…
叉
徒
一
武
威
↓
後
魏
有
｝
難
陀
輔
孫
婆
羅

　
周
階
間
居
嵩
涼
州
武
威
齢
爲
一
薩
籍
∵
：
…
至
一
抱
玉
一
賜
一
娃
李
鱒

と
見
え
て
居
る
。
こ
の
『
新
血
書
』
の
記
事
は
煙
り
信
愚
す

る
こ
ご
が
出
來
澱
。
安
息
を
黄
帝
の
後
な
ざ
は
第
一
の
附

會
で
あ
る
。
武
威
の
安
慰
を
直
に
安
息
出
身
ご
断
ず
る
こ

ご
も
疑
は
し
い
。
こ
の
安
姓
は
安
息
よ
り
も
安
國
ご
關
係

あ
る
か
ご
思
ふ
。
安
国
と
は
中
央
亜
細
亜
の
ヒ
d
芽
訂
茜
の

こ
ご
で
、
切
鼻
夢
養
や
ω
費
麸
贋
】
套
乙
に
は
。
唐
代
ま
で

火
駅
漱
が
流
行
し
て
居
っ
た
。
唐
の
中
世
の
慧
超
の
『
往

五
天
竺
國
傳
』
に
も
、

　
此
六
國
（
i
墨
描
…
、
乱
読
國
、
輿
、
圃
一
、
熟
達
、
米
國
、
康
㎜
幽
）

　
総
事
一
景
厭
目
不
レ
識
彿
法
叫



と
あ
る
℃
マ
ホ
メ
ッ
ト
激
徒
の
記
録
に
も
同
機
に
、
西
暦

入
糧
紀
の
頃
ま
で
切
昏
冨
毒
や
ω
拶
ヨ
ρ
斎
9
鼠
一
帯
の
地

方
は
波
斯
の
宗
激
が
流
行
し
た
こ
ε
を
明
記
し
て
居
る
、

（
切
碧
昏
○
ご
㎞
浮
説
○
。
ω
o
財
肖
。
窪
。
紆
ω
Ω
三
霧
窪
ε
ヨ
。
。
…
β

審
簾
7
》
。
・
δ
p
墾
看
）
Q
安
息
人
は
定
評
激
を
も
摩
尼
数
を

も
信
仰
せ
ぬ
。
凍
州
の
安
穏
が
州
の
薩
寳
一
こ
の
薩
寳

は
『
猟
書
』
の
薩
保
ご
同
嚇
で
あ
ら
う
ご
思
ふ
が
、
『
階
書
』

の
薩
甫
ご
は
音
韻
上
同
一
ご
認
め
難
い
…
1
を
勤
む
る
以

上
、
火
雪
掻
の
信
徒
た
る
こ
ご
明
自
で
あ
る
。
凍
州
及
び

そ
の
附
近
一
帯
め
地
は
、
唐
時
代
ま
で
火
軟
激
信
徒
が
多

か
っ
た
◎
さ
れ
ば
こ
の
安
姓
を
、
言
挙
藪
ご
何
等
の
關
係

な
き
安
息
ビ
關
慰
せ
し
む
る
よ
う
、
火
蕨
藪
ざ
關
係
深
き

、
安
國
ご
関
係
せ
し
め
て
．
解
落
す
べ
き
も
の
こ
思
ふ
Q
こ

の
凍
州
の
安
姓
の
こ
ε
は
、
支
那
に
於
け
る
火
妖
激
の
歴

吏
に
ご
つ
て
、
可
な
り
重
要
な
る
史
料
で
あ
る
に
拘
ら
す
、

從
來
不
注
意
に
看
過
さ
れ
た
。
三
寸
氏
の
「
火
急
激
入
市

國
考
」
に
も
、
石
田
學
士
の
「
支
那
に
於
け
る
ザ
ラ
ト
ゥ

　
　
　
鑛
九
巻
　
　
批
　
評
　
　
画
讃
氏
の
『
元
西
城
人
華
化
考
』
た
讃
む

ー
シ
ト
ラ
澱
に
就
い
て
」
へ
大
正
十
二
年
四
月
の
『
史
學
雑

誌
』
V
に
も
、
途
に
引
用
さ
れ
て
居
ら
ぬ
。

　
吾
が
輩
は
安
世
通
を
較
ろ
安
國
出
身
の
入
か
ご
思
ふ
が

姑
く
斎
垣
氏
に
同
意
し
て
、
之
を
安
息
出
身
ご
認
め
て
も

安
世
逓
の
安
世
を
安
息
の
異
諜
ご
認
め
る
氏
の
所
説
に
は

到
底
賛
成
し
難
い
。
東
漢
以
來
西
域
人
に
鍋
し
て
．
そ

の
苧
環
の
｝
字
を
そ
の
儘
に
そ
の
姓
と
す
る
の
が
一
の
慣

例
ε
な
っ
た
。
無
終
人
な
ら
ば
竺
愚
管
の
如
き
、
月
支
月

氏
）
人
な
ら
ば
支
謙
の
如
き
、
揺
落
人
な
ら
ば
康
孟
鮮
の

如
き
、
安
息
人
な
ら
ば
安
世
高
の
如
き
、
大
秦
入
な
ら
ば

黒
蟻
の
如
き
、
皆
そ
の
書
例
で
あ
る
Q
安
世
高
の
姓
は
安

で
、
名
は
影
響
で
あ
る
。
同
様
に
安
世
通
も
姓
は
安
で
、

名
は
世
通
で
な
け
ね
ば
な
ら
澱
。
陳
垣
氏
が
安
世
を
姓
、

通
を
名
ご
認
む
る
の
は
、
間
蓮
で
な
か
ら
う
鰍
。

ラ
ニ
李
彦
昇
、
安
世
通
？
蒲
壽
寅
三
人
以
外
に
も
、
華
化
の

く實
例
ε
し
紹
介
す
べ
き
西
域
入
が
な
い
で
も
な
い
。
北
朝

の
証
言
保
は
高
幡
都
の
出
∵
身
で
あ
る
が
、
そ
の
義
母
串
氏

　
　
　
　
　
　
　
覆
髄
號
　
　
　
一
　
一
九
　
　
（
山
ハ
一
・
七
）



　
　
　
第
九
巻
　
　
批
　
騨
　
　
陳
垣
氏
の
『
元
薦
域
人
華
化
考
』
為
讃
む

の
死
す
る
や
官
を
解
き
喪
を
塞
じ
て
故
宅
（
洛
陽
）
に
蹄
つ

た
。
高
覧
部
は
所
謂
北
秋
で
、
西
域
入
の
範
幽
外
か
も
知

れ
ぬ
。
さ
れ
ざ
北
物
時
代
の
高
童
部
の
土
地
は
、
元
時
代

の
乃
蜜
部
ハ
或
は
畏
吾
堅
甲
の
一
部
）
の
土
地
ご
賂
精
當
り

乃
詩
思
（
及
び
畏
吾
活
計
）
は
元
代
の
色
昌
の
一
で
あ
る
か

ら
、
こ
の
場
合
に
限
ウ
、
高
細
部
人
を
西
域
人
ご
同
｝
に

取
扱
っ
て
も
差
支
あ
る
ま
い
。
親
の
喪
に
官
を
解
く
こ
ご

は
、
支
那
古
家
の
禮
制
で
あ
る
。
さ
れ
ざ
北
朝
時
代
の
多

数
の
官
吏
は
、
必
し
も
こ
の
古
禮
を
實
話
し
て
居
ら
ぬ
Q

乞
伏
保
が
塞
外
種
族
出
　
身
で
、
．
然
も
義
様
の
霧
に
、
よ
く

二
郷
を
循
濡
し
た
の
は
、
そ
の
固
化
の
深
き
を
知
る
べ
く
、

『
北
史
』
怒
八
十
四
に
彼
を
孝
行
傳
に
列
し
た
所
以
む
叢
に

在
る
こ
ご
、
想
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
乞
伏
保
よ
り
遙
に
適
切
な
西
域
人
華
化
の
菊
園
ご
し

くて
、
霊
代
の
二
葉
志
忠
を
暴
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
迦
葉
志
忠

は
そ
の
姓
の
明
示
す
る
如
く
印
度
人
で
、
唐
の
中
宗
時
代

に
耳
茸
騎
三
軍
知
太
敵
襲
（
天
文
牽
長
）
こ
な
っ
た
。
高
宗

　
　
　
　
　
　
　
第
噸
號
　
　
　
一
二
〇
　
　
（
山
ハ
一
入
）

時
代
か
ら
支
那
の
暦
法
は
、
多
く
印
度
出
身
の
、
崔
曇
、
迦

葉
、
矩
摩
羅
の
三
家
の
も
の
、
手
で
経
螢
さ
れ
た
。
迦
葉

志
忠
は
こ
の
迦
葉
家
の
一
人
ご
見
え
る
Q
『
資
治
即
製
』
の

勲
爵
元
年
（
西
紀
七
〇
・
七
）
の
條
に
、

　
上
以
遠
早
穀
貴
噸
召
気
霜
卿
紀
塵
塾
謀
レ
之
、
明
口
武
三

　
急
使
知
太
史
熱
雷
葉
志
忠
奏
。
是
夜
更
実
入
太
微
・
宮

　
至
”
帝
坐
輔
主
濫
大
臣
六
段
。
納
昌
忠
於
天
子
押
上
以
爲
レ
然
。
敷
構

　
庭
訥
州
巾
心
凸
誠
。
徹
昌
於
玄
象
一
。
賜
肌
衣
一
灘
樹
、
従
順
六
十
段
↓
（
『
麿
｝
紀
』

　
　
二
＋
四
）
。

ご
あ
る
浮
葉
志
患
は
即
ち
そ
の
人
で
あ
る
り
『
全
野
交
』
憲

二
姦
七
ナ
六
に
、
　
こ
の
志
忠
が
中
宗
に
上
っ
た
進
二
巴
條

歌
一
表
一
篇
を
牧
め
て
あ
る
。
誠
に
堂
々
た
る
文
章
で
、
是

に
由
っ
て
も
志
患
の
華
化
の
深
き
こ
ご
を
推
測
す
る
に
絵

あ
る
ε
「
思
ふ
O

　叢
薄
訟
訴
の
弟
の
蒲
壽
庚
の
事
蹟
は
、
吾
が
輩
が
已
に
學

（舞
に
搬
表
し
た
が
、
彼
が
重
池
を
懸
け
て
論
結
蘭
亭
の
刻

石
を
買
画
し
た
事
實
（
『
蒲
晶
帯
の
事
蹟
』
聴
入
五
頁
塗
看
）



又
彼
が
海
雲
縷
を
建
設
し
た
事
實
（
同
上
二
三
五
頁
墾
看
）

は
、
蒲
壽
庚
の
華
化
の
一
端
こ
も
見
ら
れ
漁
で
な
い
Q
こ

の
海
雲
櫻
に
就
い
て
は
、
蒲
壽
寅
の
『
心
密
學
詩
稿
』
懇
四

に
、
　
　
　
，

　
　
　
　
題
…
梅
雲
嶺
下
一
碧
昼
頃
亭
【

　
碕
レ
電
工
自
適
。
萬
項
一
磨
銅
。
欲
墨
画
書
落
レ
得
。
託
レ
言
言
更

　
窮
。
陰
晴
山
金
近
。
日
夜
霊
堂
束
。
此
意
知
誰
會
。
鵬
邊
猫

　
釣
翁
。

こ
い
ふ
一
首
を
牧
め
て
あ
る
。
海
雲
…
楼
建
設
の
翼
的
は
、

海
舶
の
蹟
入
を
望
見
す
る
に
便
を
圖
る
に
あ
っ
て
も
、
そ

の
縷
の
結
構
こ
い
ひ
、
そ
の
楼
下
の
亭
の
結
構
ご
い
ひ
、

明
に
居
庭
の
華
化
し
た
一
慧
謹
に
供
す
る
乙
が
出
動
る
。

　
こ
の
『
心
泉
學
詩
稿
』
は
『
四
庫
罫
書
総
目
提
要
』
の
存
昌

に
掲
げ
ら
る
、
の
み
で
、
そ
の
書
は
未
だ
曾
て
公
刊
さ
れ

な
か
っ
た
4
從
っ
て
我
が
國
に
は
舶
漉
し
て
居
ら
ぬ
。
吾

が
輩
は
本
年
の
初
春
に
、
陳
垣
氏
か
ら
そ
の
監
本
を
贈
輿

さ
れ
て
、
始
め
て
寓
躍
の
機
會
を
得
た
。
同
時
に
南
無
の

　
　
　
第
九
巷
　
　
批
　
評
　
　
陳
垣
氏
の
『
元
西
城
人
華
弗
考
』
為
讃
む

・
差
響
で
蒲
壽
疲
の
交
友
た
る
邸
葵
の
『
釣
磯
詩
集
』
の
送
本

を
も
惑
購
さ
れ
た
。
蕪
に
附
載
し
て
戚
謝
の
意
を
表
す
る
。

ラ五
秦
不
華
は
儒
者
ご
し
て
も
隔
詩
人
こ
し
て
も
」
歴
た
書

く家
ご
し
て
も
、
優
に
一
家
を
成
し
て
、
元
代
に
名
高
き
人

物
で
あ
る
Q
陳
黒
氏
は
彼
の
事
蹟
を
考
嘉
し
て
殆
ざ
籐
蔽

が
な
い
。
但
彼
を
西
域
人
中
に
加
ふ
べ
き
や
否
や
は
疑
問

で
あ
る
」
泰
湯
華
は
尊
卑
平
台
に
属
す
る
か
ら
、
較
ろ
蒙

古
人
ご
認
む
べ
く
、
西
域
人
ご
は
認
め
難
い
。
陳
垣
氏
は

そ
の
儒
學
暴
露
に
、

　
　
或
荒
江
　
蒙
古
入
↓
其
實
午
時
吾
台
、
是
色
目
之
一
。
非
輔
蒙

　
　
真

ピ
断
定
し
て
居
る
が
、
如
何
で
あ
ら
う
鰍
Q
吾
が
輩
は
伯

牙
吾
台
は
蒙
古
に
塗
す
べ
き
も
の
で
、
從
っ
て
泰
不
華
を

西
域
人
の
華
化
の
實
心
中
に
加
ふ
べ
き
も
の
で
な
い
ご
思

ふ
。
（
大
正
五
年
十
二
月
の
『
満
鮮
地
理
歴
吏
研
究
報
告
』
第

参
所
述
の
箭
内
博
士
の
「
元
代
胤
會
の
三
階
級
」
四
二
〇
頁

U
、
○
匿
切
9
ご
麟
凶
ψ
ε
…
冨
号
ω
寓
窪
σ
q
O
『
．
日
。
鑓
①
い
℃
．
遮
O

参
看
）
。
（
大
正
十
一
二
年
八
月
二
十
五
日
）

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
コ
ニ
　
（
六
一
九
）


